
アカムツ〔地方名：ノドグロ〕

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・漁獲のほとんどが沖合底びき網及び小型機船底びき網によるものです。
・震災後、2016年から漁獲量が増加しており、 2025年の漁獲量は22.6トン、金額は
46百万円でした。

・北海道から九州南岸の太平洋沿岸、青森県か
ら九州南岸の日本海沿岸に分布し、福島県沖で
は水深60～300ｍで漁獲されますが、その中心
は80～160ｍとなっています。
・生殖腺が発達するのは雌雄とも6～10月で、
雄では全長16㎝以上、雌では19㎝以上で成熟度
合いの高い個体が確認されています。
・主に魚類や甲殻類、イカ類を食べます。

＊令和7年度福島県参考成果「アカムツの成長式、全長単価関係、
年齢別漁獲尾数」により右図を作成

・資源の水準：中位、資源の動向：減少
・調査船調査の結果では、重量密度は2013年（平成25年）ごろから増加しています
が、その後は増減をしながら推移しているため、今後の動向には注意が必要です。

・2026年（令和８年）９月よりいわき地区底びき網部会において、小型魚の機動的
保護区設定による自主的資源管理が始まっています。
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